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　先行研究など9, 16, 19, 20, 32‒35）で報告されている女子大学生の理想 Body Mass Indexの推移
を表１に示すが，少なくとも1976年には痩せ志向があるといえる。また，女子大学生のダ
イエット経験率に関する主な報告10, 12, 20, 28, 30を経年的に表２に示すが，増加傾向にあると
いえる。このような状況の中，これまで若年女性の痩せ志向に関して数多くの研究が行わ
れている。主な報告内容に関して，「痩せ志向 ・ 願望の理由 ・ 要因」9, 10, 14, 15, 19, 21, 23‒26, 28, 30, 32）
を表３に，「ダイエット行動をとる理由・要因」10‒14, 16‒18, 21‒23, 26‒32）を表４に，「ダイエット
行動をとらない理由」18, 20），「ダイエット行動を中止した理由」12, 16），「ダイエット行動が続
─　　─
表１　女子大学生の理想の Body Mass Index（BMI）の推移
調査年（調査者） 調査時の BMI 理想の BMI
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く要因」23）を表５に示す。これらを踏まえて，20年程前から若年女性の不必要・不適切な

















　表３　 先行研究で報告されている若年女性の主な痩せ志向・願望の理由・要因9, 10, 14, 15, 19, 21, 
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